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①評価対象の設定

各公園の将来像を実現するために必要となる整備メニューを整理する。

⑥ 各公園のロードマップ作成

⑤で設定した着手時期に以下を考慮して、各公園のロードマップを作成する。
１）想定事業期間:③整備のしやすさ評価のうち、「早期実現性」の項目で想定した各整備の事業期間を、ロードマップにも反映する。
２）公園の個別事情:現在の利用状況、関連エリア同士の連続整備、整備内容の性質を考慮する。
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⑤着手時期の設定

②③④の評価に基づき、各整備メニューの着手時期を以下のとおり設定する。
・短期 5年目(2029年度)まで
・中期 15年目(2039年度)まで
・⾧期 16年目(2040年度)以降

④「利活用優先度」評価

各公園の運営メニューを、市民・事業者・
行政の３つの視点で評価し、「利活用優先
度」を設定する。

② 「整備優先度」評価

各公園の整備メニューを、市民・事業者・
行政の３つの視点で評価を行い、「整備優
先度」を設定する。

③「整備のしやすさ」評価

事業実施を妨げる要素がどの程度あるか評
価し、「整備のしやすさ」を設定する。
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